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１．講座の実施状況 (平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月) 
（１）主催講座 （年間講座テーマ「自己資源を活かす」） 
男女の人権の尊重 

 
講座・講演会名 実施日 

定

員 

参加者数 

(うち男性) 
内容等 

1 

男女共同参画週間記念事業 

「きわきわ」をめぐる少女マンガの行方

～社会の際（きわ）からみえること～ 

 
講師：藤本由香里 
（明治大学国際日本学部教員） 
 

6／27（金） 
18:30 

～  
20:30 

50 42（4） 

日ごろ男女共同参画になじみがない人を対象に

「少女マンガ」の現在から見える女性の現状につい

てお話いただき、男女共同参画について理解を深め

てもらう。 
【検討・改善】 

年齢層はさまざまであったが、50 代が多く、参加

者の満足度は高かった。阪急西宮北口駅にポスター

を掲示するなど広報の努力を行った結果、新しい利

用者に来てもらうことができた。 

2 

保育付き上映会 

ラストフライデイ・シネマ 

 

上映作品 

①「子供の情景」 

ｲﾗﾝ･ﾌﾗﾝｽ/2007 

②「アルバート氏の人生」 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/2011 

③「ヤコブへの手紙」 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/2009 

6／27（金） 
9／26（金） 
2／27（金） 

10:00 

～  
12:00 

35 
35 
35 
 
 

28（4） 
42（3） 
56（10） 

 
 

人権、暴力、子どもをテーマとした映像作品の鑑

賞、参加者の交流を通して男女共同参画社会実現の

必要性を理解してもらう。 

【検討・改善】 

 社会問題を取り上げた、娯楽性の薄い作品であっ

たが、参加者は多かった。 

 所蔵の映像資料の活用により、ウェーブの周知、

利用者拡大、特に子育て世代の参加などの効果は得

られるので継続していく。 

3 

「女性に対する暴力をなくす運動」週間

記念講演会 

負の連鎖をどう断ちきるか 

～100 人のシングルマザーへのヒアリン

グ調査から～ 

 

講師：徳丸ゆき子 

（大阪子どもの貧困ｱｸｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ代表） 

 

11／8（土） 
14:00 

～  
16:00 

40 38（9） 

「子どもの貧困」の背景に DV があることが多いと
いう事実から DV について考えてもらう。 
子どもの貧困を明らかにするための調査から見え

てきたこと、どう支援するかをお話いただく。 

【検討・改善】 

「子どもの貧困」がクローズアップされ、負の連鎖
についても認知されつつあり、そこにポイントを置
いたので参加者も多く、男性の参加も目立った。 
DV 防止の啓発活動は続けていかなければいけない
テーマである。興味をもってもらえるように一層の
努力と工夫を重ねたい。 

4 

知っていますか？薬物依存のこと 

～依存症女性の回復と支援の現場から～ 

 

①薬物依存と家族 

～家族の支援から見えること 

講師：友杉明日香 

（ｳｨﾒﾝｽﾞｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ京都） 

②薬物依存からの回復 

～女性ｻﾊﾞｲﾊﾞｰ支援の現場から 

講師：倉田ちえ 

（大阪ﾀﾞﾙｸ） 

11／14（金） 
11／28（金） 

13:30 

～  
15:30 

30 
30 

11（1） 
16（2） 

薬物依存について知識を得ること。依存症の背景に

ある女性としての生きにくさや、家族が抱える問題か

らみえてくる、ジェンダーの問題について考え、学ぶ。

【検討・改善】 

薬物依存が身近な問題としてまだ捉えられてい
ないことが参加者の少なかった一因と思われる。学
校などで薬物依存の現状を話してほしいという参
加者からの意見があった。また、庁内の関係機関の
参加を促すことも課題と思われる。 

5 

【出前講座】 

西宮市立中央病院 

「ドメスティック・バイオレンス～医療

関係者に知ってほしいこと～」 

 

講師：正井禮子 

（NPO 法人女性と子ども支援ｾﾝﾀｰｳｨﾒﾝｽﾞﾈ

ｯﾄ・こうべ） 

12／11（木） 
17:00 

～  
18:00 

30 61（24） 

西宮市ＤＶ対策基本計画において、「保健・医療

関係者による早期発見・通報」は主要課題の一つと

して位置づけられている。医療機関の現場スタッフ

への啓発研修を公立病院との共催により初めての

試みとして実施する。 

【検討・改善】 

講師からはＤＶの概念・要支援者との向き合い

方・子どもへの影響等を中心に講義が進められた。

当初、外来の看護師 30 名程度を見込んでいたが多

様な職種の参加があり、医療現場におけるＤＶ問題

に対する関心の高さの現れと言える。また、公立病

院以外の「かかりつけ」といわれる小規模の医療機

関における従事者の意識の向上も重要と思われる。

啓発研修の実施方法や、情報の提供方法も含め医療

関係者の意識向上に有用な啓発事業を検討したい。 
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6 

土曜アート女子講座 

ダンボールをペイントして作る“ありの

まま！？”の私 

 

講師：中西美穂 

（ｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｽﾄ＆ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、文

学修士） 

2／21（土） 
2／28（土） 

13:00 

～  
16:00 

20 
10（－） 
延人数 

20（－） 

｢アート｣を切り口に自分を見つめてもらう講座。

段ボールで自分の「影」を切り取り、日々の生活の

中でさまざまなとらわれ（ジェンダー規範）に支配

されている自分を感じてもらい、カラフルな色を使

って、作品を作り上げる。3 月 8 日の「国際女性デ

ー」にちなんで希望者のみ作品を展示する。 
【検討・改善】 

 家庭や子どもの問題、過去に遭った辛いこと、今

までの人生、老後の身体のことなどひとりひとりの

パーソナルヒストリーを表す作品になった。出来上

がった作品の前で参加者全員が達成感を感じ、解放

感にあふれていた。実際行うと人数的には 15 人が

限界のスペースだった。 

7 

女性のための 

自分と仲良くなる講座 

 

講師：三谷眞希子 

（ｳｪｰﾌﾞ相談員） 

3／2、9、16 
毎月曜日 
全 3 回 
10:00 

～  
12:00 

10 
9（－） 
延人数

27（－） 

生きづらさを感じる女性を対象に、その生きづら

さの原因となるジェンダー意識や他者評価に頼る

行動パターンに気づいてもらい、もう少し生きやす

くなるための自己変革のきっかけとする。 

【検討・改善】 

定員に対して申込が多かったが当日キャンセルが

発生し定員を割る結果になった。語り合いの講座で

は 5～10 名が適切な人数なので充実した語り合いを

持つことができた。参加者のうち数名は夫との関係

でモラルハラスメントを受けている可能性があっ

た。人間関係において自分の安全を守ることの重要

さについて注意喚起し、必要があれば相談室を利用

するように情報提供できた。 

 

 

あらゆる分野での男女共同参画の推進 

 
講座・講演会名 実施日 

定

員 

参加者数 

(うち男性) 
内容等 

8 

【出前講座】 

西宮市立西宮東高等学校 

「男女共同参画社会について」 

 

講師：渡辺裕子 
（ｳｪｰﾌﾞ情報ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

1／22（木） 
14:10 

～  
15:15 

－ 男女 40 

同校人文・社会科学コース 1 年生を対象に例年実

施。若年のうちから自身を取り巻く社会の諸問題に

向ける目を養う。 

【検討・改善】 

 「男女共同参画」が自分に関係する問題という認

識を持ってもらうのが難しい。高校生の興味と男女

共同参画社会の課題が結びついている部分を探し

て提示していきたい。 

若年層への啓発は、教育現場の協力を得ながら、継

続していく。 

 

 

エンパワメントの促進 

 
講座・講演会名 実施日 

定

員 

参加者数 

(うち男性) 
内容等 

9 

自分の世界を広げる 

「まわし読み新聞」ワークショップ 

 

講師：陸奥賢 
（ｺﾓﾝｽﾞ･ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ） 
 

5／24（土） 
13:30 

～  
16:30 

20 12（5） 

 メディアリテラシーやプレゼン力について楽し

く学べるワークショップ。「男女共同参画」につい

て身近な新聞記事から考えてもらう。 

【検討・改善】 

まだ一般的でないワークであるが、男性も含めて

参加者を集めることができた。男女共同参画につい

て話題にしなくても、新聞記事を読み選んでいくう

ちに記事の性別による偏りに気付き、各グループで

発言している様子が見て取れた。初めてウェーブに

来られた方が多く、施設の存在を知ってもらう意味

でも続けていきたい。 
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10 

ウェーブきらっと★カフェ 

「まったり朝活（あさかつ）～まわ

しよみ新聞」 

 

講師：渡辺裕子 
（ｳｪｰﾌﾞ情報ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

 

6／14（土） 
10／11（土） 
12／13（土） 
2／14（土） 

10:00 

～  
12:00 

10 
10 
10 
10 
 
 
 

4（0） 
3（0） 
4（1） 
7（3） 

 
 
 

さまざまな年代や考えの方にウェーブを知って

もらい利用してもらうための試み。 
「男女共同参画」について理解してもらうために新

聞を使ったワークを行う。 
【検討・改善】 
 毎回、参加したことのある人、初めての人が混じ

りあい、おそるおそるワークを始めるが、最後には

満足してもらえるいいワークショップである。特に

男女共同参画と言わなくても、それに関するテーマ

の記事が出てきて話題になっている。ウェーブを知

ってもらい、広く浅くでも男女共同参画に興味を持

ってもらえる場として続けていきたい。 

11 

シェアハウスの可能性 

～ひとり親、高齢者、そして誰もが

支えあって暮らすために 

 
講師：葛西リサ 
（大阪市立大学都市研究ﾌﾟﾗｻﾞ特別研

究員） 

7／10（木） 
14:00 

～  
16:00 

20 28（7） 

「住まい」問題を男女共同参画の視点から考える

講座。「シェアハウス」をキーワードにケアが必要

な人同士で互助的に暮らしていく事例などを紹介

する。 
【検討・改善】 

シェアハウスの背景、成功例、失敗例、これから
調査する事例まで幅広く説明があり、参加者には好
評であった。広報を見てシェアハウスが西宮市内に
たくさんあると誤解され、思っていた内容ではない
と感じた方もおられた。わかりやすい広報努力を重
ねたい。 

12 

「夏休み！子どもと一緒にまわしよ

み新聞」 

 
講師：渡辺裕子 
（ｳｪｰﾌﾞ情報ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

 

8／9（土） 
10:00 

～  
12:00 

15 
5（2） 
（子 1） 

夏休み企画として子どもにも参加してもらい世

代間の交流を深める。「男女共同参画」について理

解してもらうために新聞を使ったワークを行う。 
【検討・改善】 

8 月ということで戦争についてと、統計で出てい

た夫婦の家事分担について話がはずんでいた。ウェ

ーブや、男女共同参画に興味を持っていただくきっ

かけになったようだ。平日は仕事だが土曜日なら参

加いただける層があることを実感できた。子どもが

参加しやすい広報を工夫していきたい。 

13 

あせらないで考えて！～もし、「離婚」

を選ぶのなら 

 

①知っておきたい法律知識 
講師：西部智子（法律事務所ﾕﾉ） 

②子どもの権利を守る 
講師：西片和代（神戸ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ法律

事務所） 
③離婚後の生活設計を考える 

講師：加藤葉子（ﾏｲﾗｲﾌＦＰ） 
④自分を信じて、働くと決める 

講師：腰野正美（しごとｻﾎﾟｰﾄｳｪｰﾌﾞ

にしきた就労支援ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ） 

9／19（金） 
10／3（金） 

10／10（金） 
10／17（金） 

10:00 

～  
12:00 

40 
40 
40 
40 
 
 
 

41（－） 
30（－） 
39（－） 
28（－） 

 
 
 

やむを得ず離婚に至った場合のダメージの軽減

を目的に離婚時の心の整理、法律解釈、調停制度等

について学習し、離婚後の再出発を支援する。 

【検討・改善】 

年々、離婚に関する講座は申込が増えている。法

律相談に行き着く前の人も多く、受講後の情報提供

や母子自立支援員との連携にも努める。 

 

 

仕事と家庭・地域生活の両立 

 講座・講演会名／講師 日 時 定員 
参加者数 

(うち男性) 
内容等 

14 

春から始める 

ソーシャル・ネットワーキング・サ

ービス 

 
講師：横田久美子 

（東大阪異業種交流ｸﾞﾙｰﾌﾟﾛﾀﾞﾝ 21） 

 

4／17（木） 
4／24（木） 

14:00 

～  
16:00 

20 
23（3） 
延人数 43
（6） 

SNS を使って起業やグループ活動の情報発信、

集客につなげるための基礎講座。 
【検討・改善】 

40 代以降の参加が多く、このような情報が足

りないことが実感できた。参加者のレベルに差

があり、どのレベルに合わせるか苦労した。募

集の際に対象を絞るか、回数を重ねる必要があ

る。自分の情報を守るためにも情報をシェアで

きるというメリット・デメリットについて学べ

る講座を続けたい。 
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15 

しなくていいなら、したくない？ 

サラリーマンと家事労働 

 

講師：多賀太 

（関西大学文学部教員） 

1／31（土） 
14:00 

～  
16:00 

30 18（7） 

「家事」を切り口に、現代社会の生活のあり方

や働き方を問い直す。男性が家事労働に参画しに

くい構造を説明いただき、どのような選択肢があ

るのか考える。 

【検討・改善】 

 予想よりも男性の参加があったのでよかっ

た。年配の女性の参加者にとっては価値観が変

わらないパートナーに対して特効薬が語られる

わけではないので不満が残ったと思われる。家

事についてグループで話し合う時間が持てたこ

とがよかった。 

16 

男の介護リスクマネジメント～老親

が、ひとり暮らしになったら 

 

講師：長谷川寧子 

（訪問看護師） 

2／4（水） 
18:30 

～  
20:30 

30 26（17） 

男性はケアの経験も少なく、具体的な介護のイ

メージがない。親とのコミュニケーションも少な

く親に関しての情報量も少ない。 

訪問介護をしている講師に、ケースをお話いた

だき、どこまでひとりで老親が暮らせ、介護者が

仕事を辞めずに介護を続けられるのか、どのよう

な方策があるのか語ってもらう。孤立せずに、介

護不安の解消を図る。 

【検討・改善】 

 夜間設定と介護がテーマということで参加が

多く、男性の比率も高かった。制度に興味があ

る人には不満が残った。市の担当課と連携して

説明してもらう、あるいはつないでいけるよう

な講座の作り方を検討したい。 

17 

プレパパ・パパ・イクジイのための 

絵本の世界へようこそ～ちょっと差

がつく読み聞かせ術 

①子育てに効く絵本の魅力 

②子どもと一緒に絵本で遊ぼう！ 

2／22（日） 
10:30 

～  
12:00 

3／7（土） 
10:30 

～  
12:30 

20 
20 

11（11） 
13（13） 

積極的に育児にかかわってもらうための男性講

座。読み聞かせを楽しんで学んでもらう中で、絵

本の選び方、図書館の利用法などを知ってもらう。

【検討・改善】 

 市立図書館に協力を願った初めての試み。多

様性の問題を含んだ絵本も紹介してもらうよう

に打ち合わせした。この講座には「妻に言われ

て参加した」が 2/3 だった。 

 2 回目の講師は、0～5 歳児の発達と親の関わ

り方について先輩の立場から説明され、仕事で

忙しい中で子どもと接する時間の作り方につい

てのアドバイスもあった。 
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（２）活動推進グループ参画事業（ウェーブきらっと★カフェ） 

 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数

(うち男

性) 

内容等 

18 

「がんばるママじゃいられな

い！」 

 
講師：子育てﾈｯﾄﾜｰｸ西宮 

（ｳｪｰﾌﾞ活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
ルミエール 

（ｳｪｰﾌﾞ活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

5／30（金） 
10:00 

～  
12:00 

15 15（－） 

相談や情報交換だけでなく、これからの自分自

身について考えてもらう。子どもを預ける、自分

のことを考え話す、人の話を聞くという体験を通

し孤立しがちな子育て中心の生活を見直すこと

でエンパワメントの促進につながった。 

19 

 

「転勤族の妻から転勤族の妻

たちへ」 

 

講師：転勤族の妻たち 

（ｳｪｰﾌﾞ活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

6／24（火） 
10:00 

～  
14:00 

20 15（－） 

関西に転居してきた女性にウェーブの存在を

知ってもらい、子育てや生活の情報交換を通し

て、ネットワーク作りを図る。 

参加者は同じような状況の人と出会え、話すこ

とでエンパワメントされたようだった。男性は職

場、子どもは学校と居場所があるのに対し、女性

は孤立しがちであり、情報を求めている。男女共

同参画センターを利用してもらうためにも継続

していきたい。 

20 

「先輩シングルマザーからあ

なたへ」 

 

講師：しんぐるまざあず・ふぉ

ーらむ・西宮 
（ｳｪｰﾌﾞ活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

11／15（土） 
14:00 

～  
16:00 

15 9（－） 

シングルマザーとして生きていくことに不安
を持っている人を対象に先輩から体験を話して
もらうことで参加者のエンパワメントを図る。 

活動推進グループのメンバーは、辛い体験を、
誰かの役に立ちたい、自分も整理したいという気
持ちから熱心に話された。 

このグループは活動停止する。サポートグルー
プは必要であるので、体験談は貴重であった。 

21 

「手芸でつながる・ひろがる～

あの時から 20 年、<想い>を東

北へリレー」 

 

講師：木馬の会 

（ｳｪｰﾌﾞ活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

ひょうご女ネット 

（兵庫県男女共同参画ｱﾄﾞﾊﾞｲ

ｻﾞｰ養成塾修了生有志） 

1／17（土） 
14:00 

～  
16:00 

20 7（－） 

木馬の会が発案した手芸を東北の女性が作り、

ひょうご女ネットが販売している。女性同士が集

まり、小さな活動であっても続けていることが、

つながりを生み、広がってエンパワメントされて

いくことを伝えてもらう。 
参加者同士で震災時の体験、今の東北大震災の

被災者に対して何ができるかなどのテーマで話

し合うワークも行う。推進グループの歴史がよく

分かり、それが社会貢献につながっていく話は参

加者に好評であった。 

【検討・改善】 
活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟの育成、市民から市民への啓発にもなることから活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟと共催した講座は続けていきたい。市民参

画の推進においても意義がある。 

 

（３）市民参画事業 

 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数

(うち男

性) 

内容等 

22 委託事業 
第 15 回いきいきフェスタ 

10／18（土） 
～26(日) ― 

24 団体 
約 500 名 
32 企画 

男女共同参画センター活動推進グループ有志

等を中心として構成する実行委員会方式により

実施。 
 各参加団体が男女共同参画に関するテーマに

沿った講座や展示発表を行う。 

23 

第７期ネットワーク委員会企

画 
変わる保育所 
～子育て体験が生んだアイデ

ィア～ 
 
講師：木田 聖子 
（㈱ﾁｬｲﾙﾄﾞﾊｰﾄ代表取締役） 

2／26（木） 
10:00～12:00 45 25（1） 

 働くために子どもを預けたいけれど、待機児童

の多さに直面し、保育所に入るための「保活」に

疲弊する親は多い。来春から変わる保育所制度、

最新の保育諸事情などについてお聞きする。また

未就学児の保護者は孤立しがちであることから、

意見交換も目的のひとつである。 
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（４） 市民企画講座 

 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数

(うち男性) 
内容等 

24 

様々な「多文化共生社会」を考
える 
～地域で共に生きること、そこ
から見えてくること～ 
①イスラム女性からみた日本
の地域社会 
②大人の発達障害とは 
 当事者からのメッセージ 

9／6（土） 
9／27（土） 
13:00～15:00 

50 
50 

46（21） 
58（19） 

様々な生きづらさを感じながら、地域で生きて
いる人がいる現実を、当事者の方々からお話いた
だく。まずは知ることで、地域が支え共に生きて
いくことを考える。 
企画団体：one village one earth（ウェーブ活
動推進グループ） 
講師：①ナルミーン・モハンマド（エジプト人主
婦） 
②広野ゆい（「ＮＰＯ法人発達障害をもつ大人の
会」代表、ｾﾙﾌﾍﾙﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ「関西ほっとサロン」
世話役） 

25 

子どもの個性を伸ばそう！ 

～いろんな子育てからまなぶ

～ 
①「子どもの個性と可能性を伸

ばそう！」 
②「いろんな教育から自分に合
った子育てを学ぶ！」 
 

9／13（土） 
9／20（土） 
14:00～16:00 

30 
11（0） 
延人数 22 

「子どもの個性を伸ばす方法」というワークを通 
して、子どもの個性及び可能性を伸ばすことがで 
きる方法を考える。また、多様な子育て方法や教 
育の形を紹介し、普段の生活に取り入れることが 
できるかを考えることで、より自分に合った子育 
てをみつけてもらうきっかけづくりをする。 
企画団体：新しい教育を考える会 
講師：①松田雅子（ＮＰＯ法人ＪＡＥ） 
②守安あゆみ（認定子育てﾊｯﾋﾟｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

26 

～女性の社会復帰＆再チャレ

ンジ～ 再就職するためのマ

マ活☆講座 
①社会復帰の第一歩を踏み出

す準備をしよう！ 

②再就職した先輩の話を聞こ

う！ 

③再就職に必要なパソコンス

キルチェック！ 

11／11（火） 
11／18（火） 
11／26（水） 
10:00～12:00 

30 
4（－） 
延人数 8 

結婚や出産で仕事にブランクができてしまっ
た女性が再就職するのは、簡単なことではなく、
なかなか一歩を踏み出せずにいることが多い。再
就職の現状や、税金に関する知識や仕事で必要な
スキルなどを学ぶことで、一歩を踏み出せるよう
後押しする。 
企画団体：ファミリーライフ向上研究所 
講師：①草野麻里（ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ） 
②寺岡綾子（正社員）、梅野由美（派遣）、 

辰巳陽子（ﾊﾟｰﾄ）、上続華子（自宅ｻﾛﾝ） 
③草野麻里（ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ） 

山本由里子（ＩＴﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝﾅｰ） 

27 ～プレママ・プレパパも集合！

～ 母乳神話と産後プチうつ 

12／13（土） 
14:00～16:00 30 17（5） 

母乳神話と産後うつの関連性を、女性自身にも

共同で育児をする方にも知ってもらい、現在の育

児や生活に役立ててもらう。参加者同士の感想及

び意見交換をする時間も設ける。 
企画団体：産後うつ・子育てがブルーなママの会 

ルミエール（ウェーブ活動推進グループ） 
講師：森田輝（助産師） 

 

【検討・改善】 

市民による着眼点、市民ならではの企画の斬新さ等を市政に活かす市民参画型の事業。 

企画、発案においては、団体のそれぞれの個性が発揮された内容であった。 

 企画することだけで集客についての認識が十分でないグループもあり市民参画の難しさを痛感した。 

市民グループが企画・運営をすることでグループのスキルが上がり、また新たな集客もあることから引き続き継続し

ていく。 
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（５） 共催事業 

 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数 

(うち男性) 
内容等 

28 
【兵庫労働局ほか共催】 

３市（西宮・宝塚・芦屋）合同 

公立保育所 臨時保育士登

録・相談会＆セミナー 

6／10（火） 
14:00～16:00 ― 23（0） 

３市合同で、再就職を検討している潜在保育士

の掘り起こしに向けた、市とハローワーク西宮と

の取り組みとして実施。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

29 【兵庫労働局共催】 

職業訓練説明会 

7／3（木） 
14:00～16:30 ― 176（49） 

 職業訓練校を活用した再就職の支援。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

30 
【兵庫労働局共催】 

マザーズ就職支援セミナー 

「あなたもワーママ！～子育

てしながら働きたい～」 

9／17（水） 
10:00～12:00 30 17（－） 

子育て期から、再就職を目指す女性の就職支

援。 

講師：ハローワーク就職支援ナビゲーター 

31 【兵庫労働局共催】 

職業訓練説明会 

11／7（金） 
14:00～16:30 ― 98（42） 

 職業訓練校を活用した再就職の支援。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

32 
【兵庫労働局共催】 

女性のための就職支援セミナ

ー 

11／25（火） 
12／2（火） 
10:00～12:00 

35 
16 

22（－） 
10（－） 

 面接の受け方等、実践的マニュアルによる就職

支援。 

講師：ハローワーク就職支援ナビゲーター 

33 
【兵庫労働局共催】 

女性のための就職支援セミナ

ー（２） 

2／2（月） 
2／9（月） 

10:00～12:00 

35 
16 

26（－） 
12（－） 

 面接の受け方等、実践的マニュアルによる就職

支援。 

講師：ハローワーク就職支援ナビゲーター 

34 
【中央公民館共催】 

託児ボランティア・一時保育サ

ポーター養成講座 

2／3（火） 
10:00～12:00 40 28（0） 

主催講座等の開催時に、託児を担う市民ボラン

ティアの育成。 

講師：勝木洋子（神戸親和女子大学 発達教育学

部） 

35 
【研修厚生課共催】 

男女共同テーマ研修 

「組織活性化のカギ～男性脳

と女性脳の違いを知ろう～」 

2／4（水） 
9:30～11:30 70 57（33） 

日々多様化・複雑化する課題を解決するには、

連携の取れた職場で活発な意見交換を行い、新た

な発見につなげていくことが重要である。脳の違

いから生まれる男女の特性を知り、職員間の信頼

関係をさらに深めることにより、組織の協働意識

を高めることを目指す。 
講師：秋田稲美（一般社団法人ﾄﾞﾘｰﾑﾏｯﾌﾟ普及協

会） 

36 
【社会教育課共催】 

家庭教育重点目標・実践目標啓

発講座「ひとり親家庭の子供っ

てほんまのところどうなん？」 

2／8（日） 
10:00～12:00 50 32（9） 

 ひとり親家庭の当事者の話を通してひとり親

家庭の子どもや親の本音を知り、ひとり親家庭を

理解するとともに、どういった関わり方ができる

のかを学習し、考える機会とする。 

講師：渡 剛（NPO 法人あっとすくーる理事長） 

37 
【児童母子支援課・勤労福祉課

共催】 

ひとり親家庭のための 

パソコンスキルアップ講座 

2／16(月)、
20(金)、23(月)、

27(金) 
13:00～17:00 

10 3（－） 

 ひとり親家庭の父母が対象の初心者向けパソ

コンスキルアップ講座。パソコンの基礎を身につ

けて就職応募先の幅を広げる。各日程終了後に、

就職に関する相談会を開催する。 
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（６）連携事業 

 講座・講演会名 日 時 利用者数（人） 内容等 

38 しごとサポートウェーブにし

きた 
平成 25 年 10 月

開設 
来所者数 
13,264 

市と国との一体的実施事業として、協定により

ハローワーク西宮のサテライトを設置。主に女性

の就労支援に係る相談事業、職業紹介、就職支援

セミナー等の共催事業を実施する。男性の利用も

可。協定期間 3 年の後、以降については協議する。 

39 若者サポートステーション 
（西宮北口サテライト） 

平成 25 年 5 月

から実施 
毎週月・木曜 
の午後 

相談件数 209 
相談枠 364 

常設本部は勤労会館。15～40 歳の若年無業者

（ニート）の職業的自立支援を行う厚生労働省委

託事業。 
所管：西宮市勤労福祉課 
運営：特定非営利活動法人こうべユースネット 

40 学習支援事業 

平成 25 年 8 月

から実施 
毎週水・金曜の

夜間 

学習支援 1,336 
養育相談 38 
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 26 

被保護世帯児童への学習支援。主に中学３年生

の高校進学を目指し、カウンセリング、養育相談

も行う。 
所管：西宮市厚生第２課 
運営：特定非営利活動法人ブレーンヒューマニテ

ィー 
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２．広報・啓発活動の状況 

 
NO 広 報 媒 体 名 資料名・内容等 内容・規格 等 活動エリア等 

1 西宮市政ニュース 男女共同参画センタ－主催講
座等の開催について掲載 ― 市 内 

2 
西宮カルチャー・
イベント・カレン

ダー 
男女共同参画センタ－主催講
座等の開催について掲載 ― 市 内 

3 福祉共済だより 
中小企業向け福利厚生関係の
ニュースに主催講座等の開催
について掲載 

勤労福祉課（毎月発行）1,000 部 
中小企業勤労
者福祉共済加
入の市内事業
所 

4 労政にしのみや 
市の労働関係広報誌に男女共
同参画関連の啓発等内容を掲
載 

勤労福祉課（発行：年 4 回）2,500 部 
A4、8 ページのうち 1 ページ分 

従業員 50人以
上の市内事業
所、労働関係
団体 

5 一般新聞、コミュ
ニティペーパー等 

男女共同参画センタ－主催講
座等の開催について掲載を依
頼 

― 市 内 

6 インターネット 事業開催ごとに随時、西宮市ホ
ームページに広報記事を掲載 ― ― 

7 啓発用垂れ幕 「男女共同参画週間 6/23～29」
啓発用垂れ幕 

500cm×70cm 1 枚 
展示期間：6 月 16 日～6 月 30 日  

本庁舎正面玄
関横に設置 

8 情報誌 

「WAVE PRESS」 
 Vol.17（3 月発行） A3 両面 2 折 5,000 部 市内及び近隣

他市等配布 

「ネットワーク委員会」 
市民公募によるＷＡＶＥ ＰＲ
ＥＳＳの編集グループ 

人数：3 名、任期：2 年（2013～2014 年
度） ― 

9 パネル展 
作品展示 

男女共同参画週間パネル展 男女共同参画啓発パネルの掲示 
展示期間：６月中旬～６月末 

男女共同参画
センター 

女性に対する暴力をなくす運
動週間記念事業 
「こころを解放する」作品展Ⅱ 

ＤＶ被害者の作品展示。当事者による「表
現」から心情を理解し、理解促進を図る。 
作品提供：ＤＶ被害者支援ネットワーク
近畿 
展示期間：11 月 7 日～11 月 21 日  

兵庫と東北つながっ展 

阪神・淡路大震災から 20 年の節目に、兵
庫県男女共同参画センターイーブン所蔵
の作品を借りて展示。震災時の女性たち
がどんなに辛い時でも、小さな力を集め
て活動してきた事をあらためて見直す。
東北大震災で被災した中高年女性と阪
神・淡路大震災を経験してきた女性たち
のつながりをパネルと展示で見てもら
う。 
展示期間 1 月 9 日～22 日 

10 啓発誌 啓発冊子「お金と女性」 
（3 月発行） A5. 16 ページ 5,000 部 市内及び近隣

他市等配布 

11 啓発カード 「ＤＶ防止連絡カード」 名刺サイズ 5,000 枚 市内各所 

12 関連図書・チラシ 
パンフレット展示 西宮市女性チャレンジひろば 再就職、起業に関するチラシ等情報資料

配架（常設） 
男女共同参画
センター 
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３．男女共同参画センター利用統計 

 

○女性のための相談室 
相談件数（平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月末現在） 

区分  件数  内  訳 

電話相談 549 
生き方 こころ からだ 仕事 

夫婦 
関係 

親子 
家庭 

人間 
関係 

性・性的 
被害 

暮らし DV 
セク 
ハラ 

その他 

52 70 8 11 63 154 80 4 2 53 0 52 

面接相談 865 
生き方 こころ からだ 仕事 

夫婦 
関係 

親子 
家庭 

人間 
関係 

性・性的 
被害 

暮らし DV 
セク 
ハラ 

その他 

147 70 1 15 116 200 37 10 0 261 8 0 

法律相談 55 
慰謝料 

財産 
分与 

親権等 扶養 戸 籍 
金銭 
貸借 DV 

セク 
ハラ 

性 
被害 

その

他   

17 27 14 8 2 1 9 1 0 16   

※法律相談は相談内容が複数の内訳に該当する場合があるため、件数と内訳の合計が一致しないことがある。 
※「夫婦関係」のうちＤＶに関するものは「ＤＶ」で集計している。 
 

区   分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 
電話相談 人数 535 513 519 503 549 

面接相談 人数  602   852  832   879  865 

法律相談 人数  58   55   53   52  55 

 
 
○ 女性のためのチャレンジ相談 

相談件数（平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月末現在） 

内容等 実施日 相談件数 相談員 

再就職・起業・その他方面へ

のチャレンジを目ざす女性

を支援する。相談によって適

切な支援機関の紹介、希望職

種に必要なスキルの取得を

アドバイスする。 

第 2火曜日（市費） 
午前・2 回 

第 3水曜日（県費） 
午後・3 回 

32 
キャリアカウンセラー 
中野冬美 
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○図書・資料コーナー 

図書（平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月末現在） 

累計登録者数 
（人） 

新規登録者数 
（人） 

貸出人数 
（人） 

貸出冊数 

図書 雑誌 ビデオ・ＤＶＤ 計 

3,129 
155 1,248 2,219 215 440 2,874 

月平均 104 185 18 37   240 

 
  蔵書数（平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月末現在） 

図書 雑誌 ビデオ・ＤＶＤ 計 

5483 冊 1,085 冊  285 本 6,853 

   
情報相談（平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月末現在） 

 ウェーブ 
利用案内 

資料の 
所蔵・所在 

特定の 
テーマ 

企画・人材 グループ・施設 その他 計 

件数 32 31 33 39 43 58 236 

 
○学習室 

 
年度別利用状況（過去 5 年間）                        

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

件数 4,203 4,285 4,439 4,280 4,029 

稼働率 78.1% 79.4% 82.4% 79.5% 74.8％ 

 
 

月別利用状況（平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月末現在）           

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件

数 347 335 353 341 318 318 389 344 292 303 350 339 

稼

働

率 
77.1% 72.0% 78.4% 73.3% 68.4% 70.7% 83.7% 76.4% 69.5% 72.1% 83.3% 72.9% 
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４．活動・交流の支援 

 
西宮市男女共同参画センター活動推進グループ（平成 27 年 4 月 1 日現在） 
登録グループ数 37 グループ 

NO グループ 名 活 動 内 容 

1 
悠＆遊 ノート de パソコンサーク

ル 
ノートパソコンを持参し、操作、活用法を粘り強く学習することで、男女とも、中高年のテ

クノデバイドの解消をめざす。  

2 女・女西宮 女性差別の解消・女性問題の学習と行動。ビデオ上映会の開催。 

3 ガールスカウト西宮市協議会 

市内のガールスカウト運動の推進と発展の為に活動する。①団の育成並びにリーダーの養成

②市内各団体との連絡調整③ガールスカウト運動に関する啓発広報活動④未来を担う少女

たちの育成活動を支援。 

4 現代を問う会  
現代社会で起こる様々な問題を、社会的な視点から考え意見を交換する。男女が共通の基盤

で問題の解決をはかる。 

5 子育てネットワーク西宮 

「一人じゃないよ、楽しもう子育て」をモットーに西宮市内の子育て中の親が集まり、親子

遊び体験から親子の友達づくり、子育てサークル、地域サポーター、行政とのつながりを支

援している。 

6 ジャスミン 女性への暴力のない社会をつくるための学習会、講座の開催を行う。 

7 新日本婦人の会西宮支部 女性の地位向上のための学習活動。 

8 転勤族の妻たち 
「転勤族」という独特の生活スタイルの中で、孤立しがちな同じ悩みを抱える女性たちのネ

ットワーク作りを目的としている。 

9 西宮市地域婦人団体協議会 婦人の地位向上と地域社会の発展に資する。人権問題学習等。 

10 西宮女性ネットの会 女性に対する政策について学習、研究し活動する。 

11 西宮市連合婦人会 市内地区婦人会の連絡協調、進歩向上、社会の発展及び人権問題学習等。 

12 西宮母親大会連絡会  
”生命を生み出す母親は、生命を育て、生命を守ることをのぞみます”のスローガンのもと、

平和や教育、福祉、環境、子育てについて学習している。  

13 西宮ユネスコ協会 

｢世界遺産活動」と「世界寺子屋活動」を中心に平和をめざす運動を行う。発展途上国には

文字の読めない女性がまだまだ大きな比率を占めている。ユネスコではこの人たちの支援に

力を入れている。 

14 パンセ西宮  
女性の労働について調査・学習し、男女共生社会をめざす。 
人権を重視したワークライフバランスを目指す。 

15 婦人民主クラブ阪神支部 
女性の権利を守り、地位向上を図る。また、子どもと女性の幸せを守るために戦争をなくす

よう力をつくす。 

16 船出（Ｆｕｎａｄｅ） 男女共同参画の視点で子育て仕事、家庭について情報発信、エッセイ集、新聞の発行を行う。 

17 ベアテの会 
個人の尊厳を基本として、男女平等、平和主義などを学習し、市民に広く広報しつつ男女共

同参画社会をすすめる事を目的とする。 

18 木馬の会 

女性が手作りを通じ、社会参加・自己実現・経済的自立をめざす。ボランティア等の社会活

動への取り組み、仕事作りへの取り組み、女性のエンパワーメントとネットワーク作りへの

取り組み、自然災害基金などによる社会貢献。 

19 蓮華草 ドメスティック・バイオレンスに悩む女性たちの話し合いの会 

20 男楽会 

男性が、自分らしく楽に生きるきっかけ、地域に生きる新しい自分を探すヒントをつかむた

め、諸問題について自由に語り、楽しい仲間作りをする。毎月 1回例会を行い、テーマその

他について語り合う。 

21 
西宮市男女共同参画センター ”

ウェーブ”登録グループ協議会 

登録グループ相互のつながりを広める。行政へ男女共同参画施策の充実をはかるよう提言し

行政と良いパートナーシップを築く。 
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NO グループ 名 活 動 内 容 

22 
「婦人民主クラブ」阪神読者会 

－たんぽぽの会－ 

「婦人民主新聞」を共に読んだり、お互いの仕事や生活の悩みを話し合う。反戦平和や女性、

子どもの権利向上のための学習会や地域活動なども行う。 

23 ＩＴＣ西宮クラブ 
女性が社会で活躍するために必要な基礎的な訓練を行うことを目的とする。リーダーシッ

プ、組織運営、特にスピーチの訓練等。 

24 ルミエール 
産後うつ・マタニティブルーの経験者の仲間作り・支えあい・情報交換を行う自助グループ

として、出産・育児・家庭運営における男女共同参画を考えていく。 

25 プニ・ポエ 
フラダンスを通して女性の社会参加、自己実現、地域活動への参加、ボランティアへの参加

を実行する。 

※26 
しんぐるまざぁず・ふぉーらむ・

西宮 
母子家庭当事者のおしゃべり会。 

27 
3 月行動をよびかける女たち・ひょ

うご 

仕事やくらし・健康の悩みを話し合い、平和や女性・子どもの権利を守るための学習及び地

域への呼びかけを行い、会員の親睦をはかる。 

28 朗読シアター 凛々 朗読の勉強及び朗読劇の発表による女性のエンパワーメントの促進を図る。 

29 つなぐ 
男女共同参画社会の実現に向け、県の施策に協力して、情報収集・提供、（講座など）事業

の企画・運営を通じて普及啓発、グループ活動などの活動を推進する。 

30 絵がお 

絵本とのかかわりを深めたいと思っている人たちが、絵本の読み聞かせを通して子どもたち

が心豊かに成長していく手助けをするための活動をおこない、人権の尊重と人材の育成を目

指す。 

31 アットホームホスピス 

男性介護者を支援する活動を行う。 

家庭介護と家での看取りを支援する活動を行う 

グリーフケアについて学習する。 

※32 たまり場 
社会とつながりたい、サークル活動をしたい、もっとネットワークを広げたいというメンバ

ーが学習しています。30 代･40 代女性の情報交換の場。 

33 
特定非営利活動法人阪神パソコン

ネット 

障害者や高齢者に対して、生活支援及び社会参画促進に関する事業を行い、情報リテラシー

の向上促進、障害者・高齢者と地域住民との交流促進によって、みんなで支え合えるまちづ

くりの構築に寄与する。 

34 朗読の会・ＷＡ 
自分を知り、型にとらわれない、自分にあった朗読表現によってエンパワーメントを促進し、

男女共同参画社会の実現をめざす。 

35 
特定非営利活動法人one village 

one earth 

障がい者や発展途上国の生産者、主に女性の手仕事に正当な対価が支払われるフェアトレー

ドの推進、男女、障がいの区別なく生きられるフェアで豊かなコミュニティを作るための学

習・研究・啓発活動。 

36 ル・レーヴ 
男女共同参画社会を実現するためにイベントや講座等をプロデュースする人材を育成する。

学習内容は、イベントや講座を実施するために必要なスキルを相互に学ぶ。 

37 プレラかだるべ 
うつの当事者と支援者とうつの家族や友人を持つ人が一堂に会して、お互いの経験を聴き合

う。 

 

※については H27 年度継続しないグループ 
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５．平成 27 年度事業計画（概要） 

（１）主催講座  

№ 基本的視点・ 
目的・趣旨 講座(テーマ) 対象者 予定 

回数 内 容 等 

1 

男女の人権の尊重 

「男女共同参画週間」 
6/23～6/29 一般男女 １回 

はみだすチカラ～料理を作って、社会
と出会う 
7 月 5 日（日）13：30～15：30 
枝元なほみ（料理研究家） 

2 相談室企画講座 女性 1 回 母娘問題、自己尊重感等 

3 
保育付き上映会 
ラストフライデイ・シネ
マ 

一般男女 3 回 男女共同参画のテーマに則した作品

を上映、参加者の交流 

4 
「女性に対する暴力を
なくす運動」講演会 
11/12～11/25 

一般男女 
関連機関従事

者 
１回 ＤＶ、ストーカー被害の予防、被害者

の支援を啓発。関連作品展も開催 

5 あらゆる分野での

男女共同参画の推

進 

男女共同参画基礎講座 一般男女 2 回 

流されないで自分スタイル！ 
①未来につなげるための男女共同参
画 
6 月 2 日（火）14：00～16：00 
勝木洋子（神戸親和女子大学教員） 
②「働きづらさ」の正体 
6 月 13 日（土）14：00～16：00 
栗田隆子（働く女性の全国センター代
表） 

6 男女共同参画出前講座 一般男女 3 ヵ所 
程度 

市内中学、高校の生徒など若年層を対
象としたデートＤＶ問題の啓発 

7 

エンパワメントの

促進 

母子家庭支援講座 女性 未定 
離婚に伴う、経済的・精神的困難へ情
報提供等の支援を行い、不安を解消す
る。 

8 起業セミナー 女性 2 回 自分ができる仕事、社会貢献のできる
働き方 

9 メディアリテラシー講

座 一般男女 6 回 

まったり朝活 まわしよみ新聞 
4 月 11 日、6 月 13 日、8 月 8 日（土）

10：00～12：00 
原則偶数月第 2 土曜日 

10 エンパワメントの促進 女性 6 回 

シングルマザーズ・カフェ 
5 月 9 日、7 月 4 日、9 月 12 日（土）

14：00～16：00  
原則奇数月第 2 土曜日 

11 

仕事と家庭・地域生

活の両立 

男性セミナー 
「こころの問題」 男性のみ 未定 女性に比べ｢男女共同参画｣に関心が

薄い男性に対する啓発を図る。 

12 介護、ケア労働の話 一般男女 未定 高齢社会の進行により顕在化する医

療、介護の問題を検証する。 

13 就労セミナー 女性 2 回 

女性のための 45 歳からのハロー！
ワーク 
①私を守るためのメンタルヘルス 
7 月 21 日（火）14：00～16：00 
大槻久美子（産業カウンセラー、カウ
ンセリングルーム Big Smile 代表） 
②私の仕事を見つける 
7 月 28 日（火）14：00～16：00 
腰野正美（しごとサポートウェーブに
しきた 就労支援ナビゲーター）、中
澤良子（自立訓練 Maluhia 責任者）、
山下喜美代（活動推進グループ「転勤
族の妻たち」） 

14 メディアリテラシー講

座 一般男女 1 回 
知って納得！スマホトラブルはこう

して起こる 
講師：篠原嘉一（NIT 情報技術推進ネ
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ットワーク代表取締役） 
5 月 20 日（水）10：00～12：00 
ストーカー被害や犯罪に巻き込まれ

ないためのスマホ・SNS の使い方 
 
（２）市民参画事業 

15 いきいきフェスタ 一般男女 20 企画

程度 市民や市民グループによる実行委員会への委託事業 

16 ネットワーク委員会 一般男女 1 回 ネットワーク委員会による企画講座 

17 一般男女 1 回 「WAVEPRESS」vol.18 を企画・発行 

 
（３）活動推進グループ参画事業 

18 ウェーブきらっと★カフェ 
活動推進グルー
プから市民へ発
信する啓発講座 

一般
男女 2 講座程度 

がんばるママじゃいられない 
5 月 27 日（水）10：00～12：00 
子育てネットワーク西宮、ルミエール（活動
推進グループ） 
転勤族の妻から転勤族の妻たちへ 
6 月 16 日（火）10：00～12：00 
転勤族の妻たち（活動推進グループ） 

 
（４）市民企画講座 

19 市民企画講座 一般男女 3 講座 

男女共同参画社会実現をめざす内容の市民の企画による講座

の実施。外部講師の謝金の助成、会場の提供 
●いきいき輝くシングルマザーへ贈る、「ココロと食で育む絆

講座」（仮題） 
●男女共同参画社会実現のためのプロデュース講座 
 ～あなたも 街のプロデューサー！～（仮題） 
●多文化共生社会 共に生きていくために 

 
（５）共催事業 

№ 基本的視点・ 
目的・趣旨 事業（テーマ） 対 象 者 予定 

回数 内 容 等 

20 仕事と家庭・地域生

活の両立 
一時保育サポーター 
養成講座 一般男女 １回 市の事業開催時、託児を担う市民ボラン

ティアを養成する。 

21 
エンパワメントの

促進 
女性のための就職支援

セミナー 女性 5 回 
兵庫労働局・ハローワーク西宮共催 

就職に関する女性のスキルアップを図

る。 

 
（６）連携事業 

№ 基本的視点・ 
目的・趣旨 事業（テーマ） 対 象 者 予定 

回数 内 容 等 

22 

エンパワメントの

促進 

しごとサポート・ウェー

ブにしきた 
（ハローワーク西宮サ

テライト） 

主に女性 通年 

市と国との一体的実施事業として、ハロ

ーワークのサテライトを設置。主に女性

の就労支援に係る相談事業を実施する。 
所管：兵庫労働局・西宮市労政課 

23 
にしのみや若者サポー

トステーション 
（サテライト） 

若年無業者 

（15～40 歳） 

通年 

週 2 回 

ニート等の若者の職業的自立支援 
所管：西宮市労政課 

24 学習支援事業 被保護世帯

の児童 

通年 

週 2 回 

被保護世帯児童への学習支援 

所管：西宮市厚生第２課 

 


